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RULE DESIGN

東京大学工学系研究科航空宇宙工学専攻

JST/さきがけ研究員

スタンフォード大学/客員研究員

東大先端研先端物流科学寄付研究部門/特任講師

株式会社infonerv/取締役

NII/特別研究員

株式会社ルートエフデータム/エグゼクティブアドバイザー

•

•

•

•

日本学術振興会/特別研究員



ｖ

酵素の集団現象

人の群集運動

ゲーム理論

ヒトの脳

ハエの脳細胞

物流システム

自動発注事業

ルールデザイン

データ分析・モデリング

車などの渋滞

粒子模型
ASEP

ネットワーク渋滞

Inflow Process

強化学習／囚人のジレンマ

fMRI／エネルギー地形解析

シナプス前終末

セルラーゼのモデリング

フィジカルインターネット
配送計画問題 協調配送

在庫制御SaaS

フォワードジェネティクス

LODスコア

ヒトの脈波



データ／アルゴリズムと
社会のインターフェースを考える



最近取り組んでいる（実装寄りの）こと



物流システムを取り巻く状況

EC

CO2

DX



物流システムを取り巻く状況

2020 SBS



フィジカル・インターネット

B. Montreuil, “Towards a Physical Internet: Meeting the global logistics 
sustainability grand challenge,” Logistic Research, 3:71-87

コンテナの規格化（PI container）物流センターの規格化（PI hub）

送信プロトコルの規格化



ALICE（Alliance for Logistics Innovation through Collaboration in Europe）

フィジカルインターネット実現のためのロードマップ策定(2020)

9



日本も経産省／国交省で
フィジカルインターネット・ロードマップの策定（2022）

10



11

直近の課題



政府の戦略プログラム：SIPスマート物流サービス



政府の戦略プログラム：SIPスマート物流サービス

フィジカルインターネットを念頭に置いた、ネットワークレベルでの物流最適化において、特定のプ
レイヤー間の物流統合においてどのような効果が得られるかを評価するフレームワークが機能するこ
とを実証基盤上で確認する

上記の一例として、実データを用いて効率化の効果がどの程度得られるかを定量的に評価する



ネットワーク物流の理論研究



ネットワーク物流の理論研究

・災害や需要変動に強いネットワークの形
・強くするためにどうしたらよいか

ハブアンドスポーク型はあまりよくない
迂回路となるリンクの強化がポイント

Ezaki et al. Commun Transp Res (2022)

Ezaki et al. J Phys Commun (2023)

モデリング／
シミュレーション



最近取り組んでいる（実装寄りの）こと



小売り・卸売り事業者向け発注ソフトウェア

入出荷実績入出荷依頼

受注

発送業務

入荷

出荷

データ連携



小売り・卸売り事業者向け発注ソフトウェア



シミュレーションによるパフォーマンス評価

お客様実績

α発注実績



シミュレーションによるパフォーマンス評価



自動発注にまつわる問題

Excel



自動発注にまつわる問題

需要予測で達成できる精度 ～ リードタイム、販売量パターン、季節性、過去データの有無

許容される誤差（欠品・取り寄せ販売と在庫圧縮のトレードオフ）～ 経営判断



予測モデルの活用と課題

AIにどこまで任せていい分からない問題



✖

予測モデルの活用と課題

AIにどこまで任せていい分からない問題



予測モデルの活用と課題

AIにどこまで任せていい分からない問題



「コントロール下に置けている」という実感が重要

-よくわからなくてミスされるのが困る

-判断の情報ができるだけ表示されていてほしい

-「大体こういう時は問題なく動作して、こういう時はミスする」のような
イメージができることが大事

予測モデルの活用と課題

AIにどこまで任せていい分からない問題



・異常販売パターン検知（イレギュラーな入出荷検知）
・販売数上昇・急落
・過剰発注注意
・データが少ない場合 などなど

α発注での施策

推奨値算出に当たって要注意な事項をアラートで表示



・現在庫数、入出荷予定数、推奨在庫レベル、予想販売数
・販売数、在庫数の推移実績グラフ
・先月、先々月、先々々月の販売数
…

α発注での施策

普段ユーザーが発注量算出に際して参考にしている情報を提供



データ／アルゴリズムと
社会のインターフェースを考える



新しい技術が社会を変える時の障壁

技術 社会

≒

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス



ChatGPTの波及効果を考える



技術 社会

≒

イ
ン
タ
ー
フ
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ChatGPTの波及効果を考える



ChatGPTの波及効果を考える

Microsoft 365 Copilot



ChatGPTの波及効果を考える

まずは「技術ソフトウェア的制約だけ」が理由で出来ていなかったことが

一気に出来るようになるが、他の制約も解決する必要がある課題は

少しタイムラグを経て変化していく



制約を取り除くのには時間がかかる

大きな動力を必要とする機械は蒸気機関の近くに、等の制約



今日の話題における課題
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